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地震時における建物挙動解析ツール(SwingAnalyzer)の開発 

 

 

目  的 

電力事業者の様に地域住民の生命にも関わる重要なインフラの運用を担う企

業は，巨大地震被災後のインフラ復旧を迅速に進めるため，強い地震動による各

種施設の被害状況を短期間かつ高精度に判定する必要がある。 

 著者らは，地震時における中高層建物の各階の加速度を高精度かつ簡易に計

測することのできる無線式加速度多点同期モニタリングシステム

(SwingMinder)の開発を行い，これまでに四国内を中心に約 20 棟の建物への実

配備を完了しているが，巨大地震発生時には多数の建物から大量の加速度デー

タがクラウドサーバに送信・蓄積されるため，この大量の加速度データを迅速に

解析し，被災した建物の被害度を診断するための自動解析システムが不可欠で

ある。 

開発の第一段階として，必要なデータ処理メカニズムを，開発・検証するため

のツール(機能検証プロトタイプ)として SwingAnalyzer を開発し，地震時に実

建物で計測された加速度データの解析を行った。 

 

主な成果 

1. SwingAnalyzer の開発 

 地震時に計測された加速度データ蓄積用のクラウドサーバから，建物単位で

任意の期間の加速度データを時間軸の揃った CSV 形式で抽出する加速度データ

抽出ソフトウェア，ならびに，抽出した加速度データを数値演算処理し，時刻歴

変位など建物の挙動状況を 2D および 3D アニメーション表示により可視化する

ソフトウェアで構成される SwingAnalyzerを開発した。 

 

2. SwingAnalyzer による実建物の振動解析結果 

開発した SwingAnalyzer を使用して，徳島市内の 9 階建の建物で観測された

地震動加速度を解析し，算出した各フロアの変位から建物全体が振動する様子

を詳細に再現することに成功した。 
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図 1 東西(EW)方向への時系列変位 図 2 仮想中心軸の時系列変位 


